
ISSN 1883-5937
日本公庫総研レポート　No.2013-5

２０１３年７月１０日

総合研究所

国内生産拠点のみで事業存続を図る
下請中小企業の戦略

Ⅰ．国内の中小企業を取り巻く外部環境

Ⅱ．大手メーカーのニーズの変化

Ⅲ． 国内拠点のみで事業存続を図る
下請中小企業の戦略

Ⅳ． 国内生産拠点のみで存続を図る
11社の紹介

Ⅴ．むすび

国
内
生
産
拠
点
の
み
で
事
業
存
続
を
図
る
下
請
中
小
企
業
の
戦
略

二
〇
一
三
年
七
月

日
本
政
策
金
融
公
庫
　
総
合
研
究
所



GDP





Quality Quantity Quickness Cost 3Q+C

Quality
Quantity
Quickness

Cost

3Q+C

3Q+C



 



 

 

 
 

 

 

 

3Q+C

 

AQUAPASS

 
 



- 1 -



GDP

GDP

GDP

GDP

- 1 -



GDP

- 2 - - 3 -



- 2 - - 3 -



- 4 - - 5 -



- 4 - - 5 -



- 7 -



- 7 -



- 8 - - 9 -



- 8 - - 9 -



- 10 - - 11 -



 

 

- 10 - - 11 -



- 13 -



A B C

A

A

A

B

C

- 13 -



A

B
C CAD

� 
� 

A

B

C

- 14 - - 15 -



A

B

C

- 14 - - 15 -



A

B

C

- 16 - - 17 -



A

B

- 16 - - 17 -



Q Quality C Cost D Delivery

Quality

Quality

A

B

C

- 18 - - 19 -



Quality

Quality

� 

� 
� 

A

B

C

- 18 - - 19 -



C

- 20 - - 21 -



QCD

A

B

C

- 20 - - 21 -



C

C

C

C

- 22 - - 23 -



C

B

- 22 - - 23 -



•
•
•
•
•

•

•

•
•
•

•

•

•

� 
� 

� 

- 24 - - 25 -



- 24 - - 25 -



- 27 -



� 
� 

� 

high quality
small quantity

quickness
low cos

3Q+C

- 27 -



- 28 - 

 

表Ⅲ－１ 国内で生き残る下請中小企業が競争優位を発揮し得る領域(3Q＋C) 

Quality 
（高品質） 

高精度 海外で対応できない超精密・高精度加工 

高品質保証 
検査体制やトレーサビリティ体制によって保証され

た高品質 

作り込み 
現場力10による設計変更の提案やすり合わせが必

要な製品（試作品等） 

Quantity 
（少量多品種） 

少量多品種 少量多品種生産 

Quickness 
（短納期） 

短納期 海外で対応できない超短納期生産 

Cost 
（低コスト） 

運送費 運送費を考慮すると国内の方が安い製品 

工 数 
発注・組立コスト等を考慮すると国内の方が安い一貫生産や、

産業集積を活用した企業連携によるユニット納品 

画期的低コスト製法 海外よりも安い画期的な低コスト製法 

 

この仮説を基に、実際に国内の生産拠点でのみ存続を図る中小企業 11 社をインタビュー

調査した。下表にインタビュー対象企業を示す（表Ⅲ－２）。 

表Ⅲ－２ インタビュー対象企業 

社 名 
業 界 

（電機・電子／自動車） 
下請／非下請 

協和工業株式会社 自動車 下請 

株式会社登米精巧 電機・電子 下請 

三浦化成工業株式会社 電機・電子 下請 

株式会社森川製作所 電機・電子 下請 

株式会社浅田可鍛鋳鉄所 電機・電子、自動車 下請 

株式会社牛越製作所 電機・電子 下請 

株式会社仙北谷 自動車 下請 

株式会社ダイニチ 自動車 下請 

株式会社大和製作所 自動車 下請 

株式会社 AQUAPASS 電機・電子 非下請 

株式会社エリオニクス 電機・電子 非下請 
 

（注） インタビュー調査の詳細は第Ⅳ章（49～84頁）参照のこと。 

 
対象企業の中には下請企業ではない企業も 2 社含まれていたが、それ以外の下請中小企

業 9 社は、表 Ⅲ－1 に示すいずれかの領域において活躍していることが判明し、上記の仮

説がおおむね裏付けられる結果となった。 

以下では、それぞれの企業の実例に基づいて、上記の 3Q+C の分野を説明していこう。 

                             
10「現場力」とは、ここでは、発注元が依頼した図面通りに作るのではなく、中小企業ならではの素材や加

工技術に関する深い知識に基づいて、設計変更を発注元に逆提案することができる力を指している。 
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少量多品種生産という当社の強みに適した取引関係を構築できている点も重要なポ

イントである。当社では、主要な取引先である A社に対して、毎月業務用の製造

装置の部品を納入している。この製造装置は月産 5～10 台程度の製造規模であり、

1 台当たり 200 点程度の部品を納入している。また、B社に対しては、膜厚の測定

装置部品を納入しており、こちらも月産 20 台という製造規模である。このように、

当社に対する発注は、一度の注文が製品数台分程度という少量のものがほとんどで

あるが、当社にとっては、毎月継続的に注文してくれるということが重要である。



Quickness

� 

Cost

- 34 - - 35 -



� 

� 

VA Value Analysis IE Industrial 
Engineering

� 

� 

� 

� 

- 34 - - 35 -



- 36 - 

 

いことである。汎用機はマシニングセンターに比べて設備の値段が安い。1～2 個程

度の少量生産であれば、段取りや加工に要する時間も 2～3 割削減できるため、人件

費も抑制できる。そのため、当社では、若い従業員にも OJT で汎用機技術を指導し

ている。 

 

以上のように、今回のインタビュー対象である下請中小企業 9 社は、仮説として挙げた

3Q+C の強みを有していることが判明し、おおむね仮説が裏付けられる形となった。対応

表を以下に示す。なお、参考までに完成品メーカー2 社も含めて掲載する（表Ⅲ－３）。 

 

表Ⅲ－３ インタビュー対象の中小企業 11社と 3Q+C との対応表 

 企業名（略称） 

協
和
工
業 

登
米
精
巧 

三
浦
化
成
工
業 

森
川
製
作
所 

浅
田
可
鍛
鋳
鉄
所 

牛
越
製
作
所 

仙
北
谷 

ダ
イ
ニ
チ 

大
和
製
作
所 

A
Q
U
A
P
A
S 
S 

エ
リ
オ
ニ
ク
ス 

特 徴 
下請 下請 下請 下請 下請 下請 下請 下請 下請 完成品 完成品 

自動車 電機 電機 電機 
電機 

自動車 
電機 自動車 自動車 自動車 電機 電機 

Quality 

高精度 ◎ － － ◎ － － ◎ ◎ － － ○ 

高品質保証 － － ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ 

作り込み ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ － ◎ － － 

Quantity 少量多品種 － － － ◎ － ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ 

Quickness 短納期 ○ ○ － ○ ○ ○ ◎ － ◎ － － 

Cost 

運送コスト － ○ － － ○ － － － － － － 

工 数 ○ ◎ － ○ ○ ◎ － － ○ － － 

画期的 

低コスト製法 
○ － － ○ － － － － － － － 

 

（注）◎は、特にその企業が該当する強みを有しており、そのことが、国内拠点での存続を実現する上で

極めて重要となっていると考えられる特徴を示す。 

○は、その企業が該当する強みを有していると考えられる特徴を示す。 
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上記の経営資源の活用状況と調査対象 11 社との対応状況の一覧表は次頁のとおりである

（表Ⅲ－４）。 

 

表Ⅲ－４ インタビュー対象の中小企業 11社と経営資源の活用状況 

 企業名（略称） 

協
和
工
業 

登
米
精
巧 

三
浦
化
成
工
業 

森
川
製
作
所 

浅
田
可
鍛
鋳
鉄
所 

牛
越
製
作
所 

仙
北
谷 

ダ
イ
ニ
チ 

大
和
製
作
所 

A
Q
U
A
P
A
S 
S 

エ
リ
オ
ニ
ク
ス 

特 徴 
下請 下請 下請 下請 下請 下請 下請 下請 下請 完成品 完成品 

自動車 電機 電機 電機 
電機 

自動車 
電機 自動車 自動車 自動車 電機 電機 

ヒ ト 

人材育成による

技術力強化 
－ ◎ ○ ○ － － － ○ － － ○ 

多能工化 － － － － ○ ○ ○ － － － － 

モ ノ 
必要な拠点・設

備への投資 
◎ ○ － ○ ○ － － ○ ○ － － 

カ ネ 資金調達能力 － ○ － － － － － － － － － 

情 報 

情報収集力 － ○ ○ ○ － － － － － － － 

情報発信力 － － ○ － ○ ○ ○ ◎ － ○ ○ 

情報交換力（コミュ

ニケーション能力） 
－ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ － ○ ◎ ○ 

外部リソース 
外注先、産業集積、

公的機関の活用 
－ ○ ○ － ○ ◎ － ○ － ○ ○ 

企業風土等 

経営者の 

リーダーシップ 
○ ○ ◎ ◎ － － ◎ ○ ○ ○ ○ 

経営理念の 

確立 
○ ◎ － － ○ ○ － － － － － 

前向きな 

社風・ど根性 
－ － ○ － ○ － ○ － － － － 

 

（注）◎は、特にその企業が該当する強みを有しており、そのことが、国内拠点での存続を実現する上で

極めて重要となっていると考えられる特徴を示す。 

○は、その企業が該当する強みを有していると考えられる特徴を示す。 
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